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 放射能は、放射性物質が放射線を発する能力です。 

その放射能(Bq;1秒間にどれだけの放射線を発するか)を測定するためには、発して

いるγ線のエネルギーから放射性物質を特定する必要があります。例えば、I-131(ヨ

ウ素)は364keV、Cs-137(セシウム)は662keV等のエネルギーのγ線を放出してい

ます。 

これらのγ線のエネルギーの違いをはっきり区別して測定するためには、分解能

(どれだけのエネルギー差を区別できるか)に優れた検出器を使用する必要がありま

す。 

現在使用されている放射線検出器の中で最も分解能に優れているのが、Ge半導体

検出器です。 

下図は、NaI(Tl)シンチレータ検出器とGe半導体検出器で同じγ線を測定した時の

エネルギースペクトルです。 

Ge半導体検出器が、いかに優れているかお分かりになると思います。放射性物質

が特定できたら、放射能は、その強度(この図では縦軸のカウント数)から求める事が

できます。 

 



例えば、このようなシステムで下図の結果が得られます。 

 

 

 


